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みなさんこんにちは！いつも当店をご利用いただきありがとうございます。さて、５月になりまし
た。新緑の眩しい爽やかな５月が一年で一番好きな季節です。とはいえ、最近では５月でも夏のよう
な暑い日も多くて衣替えのタイミングが難しいですね。今月はいよいよ夏キモノ、浴衣が多数店頭に
並びます！最近では６月の単衣の時期から、７・８月の盛夏まで長く着られる素材の着物も多く、初
めて夏キモノを誂える方にも大変好評です。浴衣は今年も新柄が何点か入荷しました。東京本染注染
浴衣や、浜松注染の浴衣など、伝統的ながらもモダンでおしゃれな柄が揃いました。ぜひ店頭でお手
に取ってご覧ください。夏に向けてのキモノや浴衣のご準備はお気軽に当店女将までご相談くださ
い！今月もみなさまのご来店を心よりお待ちしております！

＜東京キモノショー２０２６＞
4月17日〜19日までの３日間、東京キモノショー２０２６が開催され、今年もよろづ屋は

「キモノスタイル展」に出展しました。会場は着物愛好者の熱気で大盛況でした！

・はた織り教室（原町本店）
５月は開催予定です。

詳しい日程についてはお問い合わせください。

・つまみ細工教室
第４木曜日 午後２時〜４時まで

お問い合わせは原町本店まで ０２４４−２４−２９２９

・組紐教室についてはいわき店までお問い合わせください。
０２４６-８５−５２９８

♪♪和のことサロン♪♪

今年のキモノスタイル展のテーマは「新・日本回帰」。
大正、昭和、平成、そして令和へ、時代を超えて受け継がれてきた、
現在では製作が難しい手仕事の逸品など、一枚のきものに刻まれた歴
史や物語が150体のトルソーに展示されていました。今回は、よろづ
屋は復刻銘仙に昭和のアンティーク丸帯をコーディネートしました。
銘仙をあえて格上げし、礼装帯を洒落帯のように楽しむ意外性のある
取り合わせにしてみました。会場に来ていたお客様のお着物姿も、展
示されているトルソーに負けず劣らずの様々なコーディネートで楽し
ませていただきました。男性のお着物姿も多く、東京の着物熱という
か、愛というか、とにかくみなさんが楽しんでいるのが伝わるキモノ
ショーでした！



＜ お客様コーディネート紹介コーナー ＞

＜きもの歳時記＞
〜知って楽しい和の知識〜

私もとうとうおばあちゃんになりました。3月31日に長女が女の子を出産しまし
た。私たち夫婦にとって初めての孫に戸惑いながらも、やはり孫は無条件に可愛
いものです。退院後のお世話も祖母の努めと張り切って、久しぶりに家事に専念
し（お店を留守にしていて申し訳ありませんでした）、掃除や洗濯、炊事とがん
ばりました。初めての育児に慣れない長女に先輩母として偉そうにアドバイスし
ようにも、30年近く経った今の子育て事情がわからず結局叱られる始末…
まだまだおばあちゃんの道も険しいようです。

当店のInstagramやFacebookなどで紹介させていただいております、お客様のコーディネートをこち
らのコーナーでもご紹介します！今回はちょっとしたパーティーのコーディネートをご紹介します！

宝尽くしの飛び柄
の小紋に桐生織の
名古屋帯。吉祥文
様の名古屋帯でセ
ミフォーマル的な
小紋の着こなしに。
帯締めと帯揚げの
色味がｱｸｾﾝﾄになっ
ています。

加賀友禅の附下に
滝湊の絞りの染袋
帯。帯周りは着物
の色味に合わせて、
帯を引き立ててい
ます。フォーマル
になりすぎない粋
な装いになってい
ます。

成謙工房の附下に
袋帯でザ・フォー
マルな装い。帯周
りの小物をあえて
色を抑えて、すっ
きりとさせて派手
になりすぎない装
いになっています。

黄色の京友禅の訪
問着に袋帯。新春
らしい華やかで明
るいコーディネー
トで会場が華やぎ
ました。小物は色
味を抑えてスッキ
リとした装いに
なっています。

着物に関して、わからない言葉や知りたい言葉

などたくさんあると思います。専門用語が飛び交
う中で？？に思うことも多々ありますよね。そん

な着物にまつわる言葉を集めて簡単にご紹介して
いくコーナーです。

＜虫干し（むしぼし）＞着物の湿気を払い、害虫
を除去したり、シミの点検を目的に、年に２度ほど箪
笥から出して干す作業のことをいいます。時期は梅雨
が明けた7月〜８月の「夏の土用干し」と、空気が乾
いて晴天が多い10月〜11月の「秋の虫干し」があり
ます。

＜無双仕立て（むそうじたて）＞袷の表裏とも
同じ布で仕立てること。「袋仕立て」ともいいます。
長襦袢で袖部分だけを袷に仕立ててあるものを「無双
袖」といいます。

＜村山大島紬（むらやまおおしまつむぎ）＞
東京都武蔵村山市を中心に織られているいる紬織物。
江戸時代から続いていた絹織物の手技が発展したもの
です。絣糸の染めを板締めや摺り捺染で行うのが特徴。
奄美の大島紬に似ていることから「大島」の名称が付
いたとされています。

＜きもの語 辞典＞むの巻

江戸時代に浴衣地として発展した

藍の型染め。両面染めによる藍と白の
明快な対比が真骨頂。

「長板中形」とは、江戸時代から伝わる伝統的な型染技

法のひとつ。大紋（大形）と小紋（小形）の中間の大き
さの模様型を使用することから「中形」と呼ばれるよう
になり、江戸時代より主に木綿の浴衣地が染められてき

たため浴衣の代名詞にもなっています。約6.5メートル
の長いモミの一枚板の上に生地を張り付けて型紙を置き、
防染糊を置いて、天日干しと豆汁引きの後、藍甕で浸染

して美しい藍色に染め上げます。「両面に防染糊を引
く」というのが大きな特徴で、両面の同じ場所に糊を置
いて藍甕で染めるため、藍と白のコントラストがより鮮

やかに浮かび上がります（片面だけ糊置きをすると、裏
面は全面藍色に染まり、白の背景に藍色を感じる色にな
ります）。この藍と白の明快な対比の美しさが長板中形

の魅力です。

伝統的な型染技法〜長板中形〜

・・・女将のつぶやき・・・
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